
学校教育目標

分野 重点目標 評 価 項 目 達成・取り組み状況の評価
自己評価結果の考察
に基づく今後の改善方策

学校関係者評価
及び意見

自己評価結果と
学校関係者評価結果
を踏まえた今後の
改善方策

・各教科で工夫した授業を創造
し、学習意欲の高まりがみられる
か。また、校内研修によりＩＣＴ機
器の活用方法が身に付いてい
る。

・昨年度に引き続き、誰にとっても分かりやす
いユニバーサルデザインの授業を心がけた。
また校内研究の領域を「情報」とし、「主体的
に学ぶ」、「自分の考えを持つことができる」こ
とに重点を置き、タブレット端末の活用研修を
行い、教員が効果的な使用方法を理解し、児
童が活用する場面が増えている。

・道徳の時間や子供主体の活動
を多く創出し、児童一人一人の
思いやりの心が育っている。

・どのクラスも落ち着いて学校生活を送ってい
る。地域の方や保護者への挨拶が良いという
評価をいただいている。児童主体の挨拶運
動もおこなっている。
・児童会主体で「いじめゼロ宣言」集会を行
い、いじめのない学校づくりを目指している。

・健康に留意し、休み時間等、外遊
びの時間が確保され安全に留意し
ながら体力づくりに取り組んでいる。

・体力向上に向けて、体育主任を中心に「体力ふ
なばしナンバーワン！」に年間を通して取り組んで
いる。
・市の各種体育大会に向け、朝の練習に取り組ん
でいる。大会参加者だけでなく、体力向上のため
に体を動かしたい子供たちも多く参加していた。

令和５年度　　自己評価結果 及び 学校関係者評価結果報告書

夢に向かう　心豊かな子　【めざす子供像】　・広く深く学ぶ子　・思いやりのある子　・たくましく生きる子

教
育
目
標

(1)学校･学年･学級経
営の充実

(2)学習指導の充実

(3)美しい教育環境の
整備･充実

(4)生徒指導、特別支
援教育の充実･推進

(5)心の健康と体力の
増進、安全指導の強
化

(6)開かれた学校の推
進

・「体力ふなばしナンバーワ
ン！」への取組をさらに拡
大させたり、正課時体育の
時間を充実させたりするこ
とで、自ら進んで運動に親
しむ児童を育成する。
・若年層研修の充実を図り
「わかる授業」の創造に向
け授業の質的な向上を目
指していく。
・学校と家庭・地域がより連
携し、児童の生活習慣を徹
底して身に付けられるよう
にする。

・学校運営は学校だけで
なく、学校・家庭・地域と
協力して行っていく。
・保護者へのアンケート
からも目指す児童像に関
する項目は肯定的評価
が高く、保護者の理解が
得られている。
・今後も学校の取り組み
をわかりやすく周知して
いく必要がある。

・進んで考え、表現でき
る児童の育成を目指し、
「わかる授業」の実践やＩ
ＣＴ機器の効果的な活用
を引き続き行っていく。
・小規模校であるアット
ホームな雰囲気を大切に
し、児童同士や児童と教
職員との関わりを通して
思いやりの心を育ててい
く。



・各教科の学習や様々な体験学
習を通して豊かな心と学習意欲
が高まっている。

・体験学習や外部講師、企業のオンラインに
よる出前授業の活用を推進することによって、
児童の興味・関心を高め、学習内容をより効
果的に身につける工夫や努力をすることがで
きた。

・個に応じたきめ細かな指導を徹
底し、思考力の育成が図られて
いる。

・学習過程を明確にするために資料を作成
し、見通しをもって学習に取り組むようにし
た。特別な支援が必要な児童の個に応じた
指導、個別指導に積極的に取り組み、一定
の成果を得た。

・「教育課程特例に基づく小学校
１、２年生の英語教育」により、英
語学習への興味・関心が高まっ
た。

・担任とＡＬＴとティームティーチングによる学
習活動を通して、楽しく英語に触れることがで
き、外国語の音声やリズムに慣れ親しむこと
ができた。

・校務分掌を整理し、教職員が自
分の力を発揮できる校内体制が
確立できた。

・教員の減少に伴い、一部の職員の校務分
掌に偏りが生じた。業務改善の視点からも、よ
り均衡が図れるような分掌割り振りが課題であ
る。

・教職員は、通知文を理解し服
務を厳正に行っているか。不祥
事根絶に向け学校全体で取り組
んでいる。

・職員会議、打ち合わせなどで都度、事例を
示し、不祥事根絶についての意識向上を図
ることができた。
・動画研修においては、視聴後の意見交換
で互いに声を掛け合いながら職務に当たって
いこうとする組織風土が醸成された。

・個人情報の管理を徹底して
行っている。

・情報管理「４つの確認」「４つの約束」を周知
し施錠して保管するなど情報管理を徹底し
た。また、個人情報持ち出す場合は持ち出し
簿への記載を徹底した。職員による生徒の
メールアドレス等の収集記録簿により、個人
情報の管理を徹底した。

組
織
運
営

・児童が充実した学校
生活を送れるように、
学校運営、学級経営
に関して明確かつ厳
正な運営、責任体制
を確立する。

・教職員が行った自己評価
に基づき教職員の意見を
反映させながら、学校運営
を推進していく。
・校務分掌については、若
年層にも積極的な割り振り
を行う。また、分掌の体制
の見直しを行い、職員数に
合った校務分掌としていき
たい。
・個人情報を校外へ持ち出
すときには管理職に確認す
ることを徹底し、情報管理
への意識が図られた。今後
は、情報セキュリティ等に関
する意識をさらに高める。

教
育
課
程
・
学
習
指
導

・豊かな学びで一人一
人の夢を育てる教育
課程を編成し、推進し
ていく。また、確かな
学力を育成するため
に、授業改善、指導過
程の工夫を行う。

・葛南スタイルの授業を進
め主体的に学習に取り組
める「わかる授業」の実践に
努めていく。
 「教える授業」から「学ぶ授業」へ
　（1）見出す
　（2）自分で取り組む
　（3）広げ深める

　（4）まとめあげる

・個別の指導計画や個別
の教育支援計画を活用し、
より効果的な個々に応じた
指導を模索する。
・今年度、関係機関（総合
教育センター特別支援班、
放課後デイサービス）に来
校・授業参観を依頼した。
今後も、児童の実態把握、
支援の手立てについて協
議を図り対応していく。

保護者アンケートより
英語学習への評価が
低い。子どもたちが楽
しんで学習している実
態をより保護者へ伝え
ていく。
・英語特区としての取
り組みをより活用して
いく。（ＡＬＴとのティー
ムティーチング等）
・現在の市場小の規
模だからこそできる体
験がある。

・体験活動や芸術・文
化に触れる活動を教
科の学習と関連付け
て年間計画に位置付
けて実施し、学習の充
実を図る。
・個別の指導計画や
個別の教育支援計画
をより効果的に活用し
ていく。
・特別支援部会や交
流部会において、個に
応じた指導を行うこと
ができるように教職員
での共通理解を図る
場を設けていく。

限られた職員の人数
の中、職員数にあった
校務分掌割り振りを
行っていく。
・情報セキュリティの扱
いについては、現在徹
底している内容を、より
厳格に遵守していく。

・学校の規模に合わせ
た体制に変えていき、
校務分掌は偏りのない
ように、職員の得意な
分野や年齢構成を鑑
みながら十分配慮して
いく。
・情報セキュリティの扱
いを今後も徹底してい
く。



・問題行動等への生徒指導体制
が整備され機能しているか。教育
相談体制が整備され、機能して
いる。
・いじめを早期に発見し、早期対
応が図られている。

・生徒指導部会では共通理解を図り組織が
機能している。
・問題行動やいじめの早期発見とその後の経
過観察を徹底した。
・学校生活アンケートを定期的に行い、担任
が児童から聴き取りを行う中で、早期対応す
ることができた。

・子供たちは学校のきまりを理解
し、守っている。
・家庭、地域、関係機関との連携
が図られている。

・自転車の乗り方等に課題が残った。
学年・学級ごとに都度指導しているが、家庭・
地域との連携を強化していく。

・安全点検が確実に行われ、安
全な学校環境が整備されてい
る。

・毎月安全点検日を設け、全職員で協力し校
舎内外の安全点検ができた。
・教育委員会の関係部署と連携を取りながら
施設修繕を行ってきた。

・災害時、不測の事態を想定した
適切な指導や避難訓練を行って
いる。

・天候不良による延期もあったが年間計画に
位置付けた避難訓練を行うことができた。不
測の事態への危機意識が高められた。

・危機管理マニュアルが活用され
児童は危機対応能力を身に付け
ている。

・危機管理マニュアルをまとめ、校舎内に掲
示している。大切な「おはしも」「いかのおす
し」などの約束事を児童に定着させるよう努め
た。

・安全に関して家庭、地域、関係
機関との連携を図り、適切に対
応している。

・保護者、地域がスクールガードとして登下校
の安全指導を行ってくれている。定期的に、
校長が登校指導をしている。

・校内設備に関して
は、施設修繕をよく
行っていた。少ない職
員で修繕・管理してい
た。
・市場町自治会でも避
難訓練を実施する。学
校から周知すること
で、地域防災を考える
機会をもつことも大切
である。

・おやじの会に校内整
備（側溝掃除や草刈り
等）はお願いしていた
が、今後も協力しなが
ら、環境整備に努めて
いく。
・児童の安全について
課題や家庭・地域へ
お願いしたいことは、
学校だより等を利用
し、保護者や地域に啓
発し、安全確保に協力
を得られるようにしてい
く。

生
徒
指
導

・児童理解を深め、校
内の生徒指導体制を
確立する。

・基本的生活習慣を
育成する。

・生徒指導部会としての組
織は今年度もよく機能して
いた。今後も生徒指導担当
を中心に組織として取り組
み、問題の早期解決に努
めていく。
・家庭や地域との連携をさ
らに強化するため、学校か
らの情報の提供をより積極
的に行う。

・いじめに関して、保
護者アンケートで「わ
からない」が２５％い
る。学校でのよい取り
組みを保護者へも伝
えていく。
・自転車の乗り方は、
家庭や地域、行政も
含めて検討していく。
大人の自転車走行が
危険であるため、警察
に依頼し、見守り・指
導をお願いすることも
必要である。

・今後も定期的な生活
アンケートや児童主体
のいじめを考える機会
をもつことでいじめ対
策の強化を行う。
・学校での取り組みを
積極的に伝えていく。
・家庭や地域と一緒に
問題解決を図れるよう
にしていく。

安
全
管
理

・学校安全計画に基
づいた安全管理と危
機管理体制の確立お
よび児童の危機対応
能力の向上を図る。

・各担当者による毎月の点
検、安全主任による報告内
容の確認が適切に行われ
たので継続していく。
・危機管理マニュアルにつ
いて年度当初に全職員で
確認し改定も行う。
・児童の安全について保護
者や地域に啓発し、安全
確保に協力を得られるよう
にする。



・学校保健計画に基づいて、児
童の健康管理が行われている。

・学校保健計画に基づいて、健康観察をもと
に子供たちの健康管理を行った。ＩＣＴを活用
して、各学級ごとの欠席状況をデータ管理す
るようにした。

・児童の病気やけがなど適切な
処置を行い、家庭へ速やかに連
絡している。

・児童が病気やけがをした際に速やかに家庭
へ連絡し、病気、けがの状況を伝えることが
できた。特に首から上のけがは必ず管理職に
報告があがっていた。

・食育に関する指導を計画的に
行うことができた。

・栄養教諭が積極的に複数の学年、学級で
授業を行い、食育を推進することができた。

・児童の悩みを把握し、心のケア
を行っている。

・児童理解に努め、変化を見逃さず担任が声
かけをすることができた。心配な児童には管
理職が進んで対応し、組織的な対応となっ
た。
・スクールカウンセラーが教室での児童の様
子を見て回ったり、担任との話し合いをしたり
して、担任の児童理解が深まった。

・校内研修は学校の教育課題に
即したものであった。

・ＩＣＴ機器の活用等学校の教育課題に沿っ
た研修が行われ、有意義であった。

・校内研究、教材研究を通して、
教師の授業力を高め授業の改善
が図られた。

・研究主任を中心として、特に情報領域に焦
点化しためあてのもと、タブレット端末の活用
場面や方法等の研修を行った。研究により、
子供たちの情報活用能力や表現力の向上に
つながった。
・若年層研を年間計画に位置付け自主的に
行った。各教員からの講義により教育的知識
を広げることができた。

・学校保健計画に基
づいて児童の健康管
理と心のケアの体制を
整える。

・教職員の資質、指導
力の向上をめざし、体
系的に研究、研修を
進める。
・教育課程の工夫改
善を図り、教職員が教
材研究するための時
間の確保に努める。

・ＩＣＴ機器の活用は低
学年から活用できてい
る。少人数な学校のよ
さもあり、指導が行き
届いている。

・子どもたち実態を捉
え、能力や技量を高め
るために、今後も研
修・研究進めていく。
・校内研究体制を見直
し、授業研究に取り組
んでく。

・校内研究については、
「情報」研究を３年行ってき
た。次年度は、新たに研究
のテーマを定め、より全職
員が見通しをもてるような研
究推進となるよう検討して
いく。
・若年層研修は、より充実し
た研修を計画するようにす
る。今後は指導力・実践力
を高めることが課題である。

研
修

・食育を大切にしてほ
しい。食を通して、心と
体を育てていく。現在
行っている学習アプリ
を活用した給食時の
食育活動は素晴らし
いため、
家庭へアピールしてい
くとよい。

・栄養教諭を中心とし
て、学校全体で食育
の推進をより進めてい
く。
・養護教諭による保健
指導を年間計画を作
成し、学年に応じて実
施していく。
・全職員で全児童を育
てるをモットーに今後
もアットホームであたた
かな学校づくりを目指
していく。

保
健
管
理

・担任と養護教諭とで健康
管理について学年に応じ
た指導を年間計画に位置
づけ実施していく。
・アレルギー対応につい
て、連絡票の活用により一
層の統一と危機管理意識
の向上を図る。
・児童が担任だけでなく、
他の教職員にも悩み事を
話せるような体制づくりに努
める。
・スクールカウンセラーの活
用を活発にし、保護者のみ
ならず児童にとっても相談
しやすい環境作りに努め
る。



・保護者や地域への情報提供を
適切に行っている。
・地域、ＰＴＡとの連携は図られて
いる。
・保護者や地域の方から寄せら
れた要望に対応している。

・コロナ禍があけ、地域の行事が再開されてき
た。子供たちは市や公民館イベント等の地域
の行事への参加が増えてきている。特に本校
おやじの会イベントには多くの子供たちや保
護者が参加している。
・ホームページ、学校メールなどを活用して学
校の様子を伝えるよう努めた。

・地域の子供たちの健全な育成
のために、学校間、地域、家庭と
の連携が図られている。

・中学校区の小中学校との連携した取り組み
を行うことができ、学校行事の持ち方の共通
理解を図ることができた。

・学校から学校運営協議会委員
や関係機関への情報提供を適
切に行っている。

・学校だよりを市場町自治会家庭への回覧を
行った。
・行事（運動会、授業参観等）への招待する
機会を増やした。
・学校運営協議会を年３回開催し、学校運営
に助言をいただいた。

・校内の特別な教育支援を必要
とする子供への支援体制が整備
されている。

・特別支援教育コーディネーター、生徒指導
主任と管理職を中心に支援体制を計画的に
組んだ。支援の必要な児童の個別のファイル
作成を継続している。それにより、引継ぎ等を
円滑に行うことができた。
・自閉症情緒障害特別支援学級「けやき学
級」について、校内で連携を図り、支援級と交
流学級との学習を通して、実態に合わせた支
援を行うことができた。

・特別支援教育について必要な
子供の個別の指導計画が作成さ
れ、実践されている。

・個別の指導計画や個別の教育支援計画を
策定することができた。
・支援が必要な子供について、保護者の理解
を得て、個別の教育支援計画、個別の指導
計画を作成し、児童支援にあたることができ
た。

・必要に応じて、医療・福祉など
の関係機関との連携を適切に
行っている。

・医療機関による経過観察を行っている児童
について、必要な対応について職員の共通
理解を図ることができた。

・今年度も、特別支援部会
と生徒指導部会を分けて
行ったが、職員の評価から
は取り組みやすかったと好
評価であったので、次年度
も続けたい。
・個別の教育支援計画と個
別の指導計画を作成して、
保護者との連携を図る。
また、計画の策定だけでな
く、その活用について職員
の理解を深め、手順を確認
することが必要である。職
員の研修を計画的に進め
る。
・関係機関、スクールカウン
セラーとの連携をより一層
深めていく。

特
別
支
援
教
育

・全教職員による特別
な教育支援を必要と
する子供への理解と
指導、支援を特別支
援コーディネーターを
核としての協力体制を
つくる。

・「けやき学級」の児童
数が年々増加してい
る。インクルーシブ教
育を取り入れた、学び
の場の提供ができて
いる。
・支援員の増員を希望
したい。

・支援が必要な子ども
全てに渡って、個別の
教育支援計画と個別
の指導計画を作成し、
保護者と定期的に連
絡を取りながら、教育
支援を行っていく。
・引き続き関係機関と
の連携を一層深めて
いく。
・校内の連携を図り、
支援級と交流学級との
学習の充実に努める。

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携

・保護者、地域の期待
や要望に応える連携
体制をつくる。

・地域中学校区を中
心とした学校間の連
携を強化していく。

・学校運営協議会委
員や関係機関との連
携体制をつくる。

・引き続き学校が目指して
いることや教育活動を保護
者や地域の方に説明した
り、学校の情報を発信した
りしていく。
・市民の会や地域の行事が
再開され、地域や保護者と
の連携を深める機会が得ら
れるので、意見をいただき
学校運営に反映していく。

・今年度より市場町自
治会家庭に学校だより
の回覧を行った。市場
小に子供を通わせて
いない家庭にも学校
の取り組みや地域へ
の啓発を知ることがで
き、学校への理解が深
まった。
・学校を通して、地域
イベントや公民館事業
を周知することで、より
連携が図れている。

・ホームページや学校
だよりにより、児童の様
子や学校の姿勢を評
価していただけたの
で、来年度も積極的に
情報発信していく。
・市場町自治会家庭
への学校だよりを継続
していく。
・安全に関する啓発を
より、家庭・地域へ
行っていく。



・学習環境や生活環境を向上さ
せるための整備を計画的に行っ
ている。

・老朽化した施設・設備の修繕など、昨年度
より環境を向上させることができた。

・施設設備の使用は、留意事項
を心得て有効に使用している。

・空教室が多くあるが、室内を整備し、作品展
示室や更衣室として、有効に活用することが
できた。

・施設設備の点検を適切に行
い、改善への努力を行っている。

・毎月の安全点検を確実に実施し、修繕が必
要な箇所については、優先順位をつけて対
応した。
・今年度、換気扇・照明等の修繕が多かっ
た。安全に学校生活が送れるように、業者や
施設課と連絡を取り、早めの対応を心がけ
た。

施
設
設
備
・
環
境

・施設設備の有効活
用と教育環境の整備
を行う。

・施設設備については、
日々の安全点検に努め事
故を未然に防いでいく。
・修繕可能なものは早急に
対応する。学校でできない
ものについては、引き続き
市教委へ要望し、修理、改
善を依頼する。また、校舎
老朽化に伴う改善箇所に
ついては、短期的、長期的
なものに分類し、計画的に
改善していく。

・施設修繕が行われ、
学校環境が整ってい
る。
・学校環境づくりに関
して、おやじの会へ協
力依頼をし、保護者の
力を活用してほしい。

・施設設備について
は、日々の安全点検
に努める。学校で修繕
できないものについて
は、市教委へ要望し、
修理、改善を依頼す
る。
・空き教室が増え、着
替えや作品の保管等
有効活用が図れた。
今後、整理整頓を心
がけたい。


